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ニホンミツバチの自然巣とその生活 (2)

一自然巣と分蜂-

1998年8月 12日,甲子園球場に-チの大

群が現れた.高校野球83年の歴史の中でも初

めての出来事であると翌日の各紙は報じた.

新聞に掲載された写真からはセイヨウミツバ

チかこホンミツバチかはっきりしないので,無

理を言って撮影された写真を見せてもらった.

その写真には腹部の白い縞模様がはっきりと写

っていた.甲子園球場に現れたハチはニホンミ

ツバチである可能性が高いと思われる.

伝統的な養蜂により細々と山間地でその飼育

が続けられてきたニホンミツパテは山間地の過

疎化によって,その種の存続さえ懸念された

(岡田,1985,1990;松浦,1988).ところが,

近年,市街地で観察され,その数が増加してい

ると考えられている(丹羽,1988;菅原,1996,

1997,1998;佐々木,1999).

市街地のミツバチは有害昆虫とされ,各蒋の

環境衛生課の職員や駆除業者の手によって駆除

され,実際どれだけの二ホンミツバチが生息し

ているかも明らかではない.

ここでは大阪府東北部の各市 (枚方,寝屋川,

守口,四条畷)に寄せられた駆除依頼の情報と,

｢ニホンミツバチ｣というホームページを作り

情報の提供を呼び掛けて得た情報をもとに直接

観察したニホンミツパテの生活を示す.

自然巣の営巣場所

表 1は,1994年から1999年 8月までに観

察した合計 101個の自然巣の営巣場所を示す.

市衝地 (主に大阪府東北部)では,お墓の納骨

空間での営巣が一番多い.これは屋根裏などに

比べて発見されやすいことが原因と考えられる

が,一方,納骨空間がハチにとって好都合な営

巣場所であるといえる.
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スィーレイ (1985)は,セイヨウミツバチが

好む自然巣の営巣場所の性質を示した. 1)全

体の容積 15-802,2)出入口は南向き,3)入

口の大きさは75cm2以下などである.

ニホンミツバチはスィーレイの示したセイヨ

ウミツバチより多様な場所に営巣できる.営巣

場所の容積は,｢屋根裏｣の10002以上から｢巻

き線の芯の中｣の3A未満まで見られた.入口の

方角は好みが見られず,入口の大きさは多くの

場合オオスズメバチが侵入できない幅 1cm未

満であった.

松浦 (1969)が示したようにニホンミツバチ

の営巣規模は営巣場所の広さに関係し屋根裏に

作られた巣では1002を超えるものも見られた

(菅原,1997).

自然巣の密度

観察した多くの巣は,一つ-つ単独で離れて

存在した.その密度はスィーレイ (1985)がセ

イヨウミツバチで示したと同様,ほぼ1コロニ

ー/km2であった.

表 1 二ホンミツバチの自然巣の営巣場所

営巣場所 数

墓の納骨空間

民家 ･社殿の屋根裏

ブロックの隙間

樹洞の中

民家 ･納屋の床下

木の枝などの開放空間

排水パイプの中

巻の芯の中

物置の下駄箱

社殿内
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1

1

1
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図1 枚方市楠棄朝日町

12個の巣が存在する用水路

寝屋川市の秦の墓地では900m2に7個の巣

が存在した (菅原,1998).枚方市楠葉朝日町

の用水路(図 1)に沿ったブロックの内部には約

100m に 12個の巣が見られた. 宅地開発がな

された時,水はけを良くするため幅 2m,深さ

1.5mのU字型の水路が掘 られ,水路の片側に

幅2mの道路が設けられた.水路が深いため入

ることができないように,橋に丈夫なフェンス

が設置された.道路から25cmのブロックを3

枚積み上げた上に宅地が作られ,-チの巣はそ

のブロックの隙間の中に作られていた (図 2).

これらの巣は,秋になるとオオスズメバチの

攻撃を受けた.ブロックの隙間がオオスズメバ

チが侵入できる幅 1cm以上あると,巣は秋を

越えて存在できず,冬にはハチの姿は見られな

くなった.結果的に春を迎えられた巣は4個だ

けであった.しかし,次の年には分蜂群が新 し

い巣を作り,また 12個に復活した.

これら二つの例は,市街地においても条件が

図2 ブロックの隙間に作られた自然巣

許せば多くのハチの群が生存できることを示す

ものである.

開放空間に作られた巣

セイヨウミツバチと同じように二ホンミツパ

テも自然状態では木のうろのような閉鎖空間に

巣を作る (スィ-レイ,1985;Sasakieta1.,

1995).そして,この行動特性が両種が寒い温

帯地域に分布を広げる助けになったと考えられ

ている.

開放空間に巣が作られることは例外的で多く

の場合小形巣で長続きしないと思われてきた

(岡田,1990).ところが,表 1に示すように,

これ まで観察 した 101個 の巣 の中で 10個

(9.9%)の開放空間に作られた巣が見られた.義

2はそれら10個の巣の作られた場所を示す.

特に,No.2,4,7,8(図3)は開放空間の巣と

しては困難な冬を越した.これらに共通してい

えることは,いずれも市街地の中心部に形成さ

衰2 開放空間の自然巣

住所 場所
存在 大きさ 観察
期間 (cm) 巣板数 年月

1 大阪府貝塚市二色の浜 公園 ヒマラヤスギの枝

2 大阪市城東区天王田 民家の庭 ツツジの枝

3 大阪市中央区 大阪城公園 クスの枝

4 大阪市東住吉区北田辺 JR阪和線高架の裏
5 大阪府島本町2 民家の二階のひさし

6 大阪府枚方市養父丘2 民家の二階のひさし

7 京都市北区紫野 茶室の待合のひさし

8 大阪市北区 新御堂筋線高架の裏

9 大阪市北区 新御堂筋線高架の裏

10 川西市南花屋敷 民家の軒下

1か月 25×25 4 97.ll.6

9か月 40×40 10 98.1.27

6か月 30×40 8 98.6.7

1年以上 50×40

半月 15×15

半月 15×15

1年半 30×50

1年以上 50以上

? 40以上

4か月 40×39

>10 98.9.5

3 98.9.25

4 98.ll.5

11 98.10.23

? 99.7.14

? 99.714

>10 99.8.2
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図3 開放空間の巣 ( )内は衰2の巣番号を示す

左より大阪市城乗区 (No.2),京都市北区 (No.4),京都市北区 (No.7),大阪市北区 (No.8)

れていることである.これらの場所では,ミツ

バチの天敵であるオオスズメバチの攻撃がみら

れないことが巣が存続した理由であろう.

コミツパテやオオミツパテのような熱帯に生

息する種は開放空間に巣を作る.二ホンミツバ

チにもそれらの熱帯に生息する種のもっ行動特

性が残っているのかも知れない.

巣の構築

ニホンミツバチの自然巣は,普通,数枚から

十数枚の巣板から作られている.巣板の大き

さ,数は営巣空間の広さ,巣を作ってからの時

間,群の勢いで決まる.屋根裏の巣では長さ80

cmx幅40cm もの巣板に出会ったこともあっ

た (図4).

分蜂直後の巣坂上には,貯蜜域,花粉域,働

き蜂の育児域,雄蜂の育児域,そして下部に王

台がみられる.

セイヨウミツバチと同じようにニホンミツパ

テでも働き蜂の育児域を持っ巣板の下部に雄蜂

図4 枚方市牧野 民家の屋根裏の巨大な巣

の育児域ができると記 されていた (坂上,

1959).しかし,営巣空間が十分広い屋根裏の

ような場所にできた自然巣では,一番外側の巣

板は雄蜂の育児域だけを持ち(図5左),中心部

の巣板は働きバチの育児域を持っ(図5中).営

巣空間が狭いお墓などでは,一枚の巣坂上に二

種の育児域が見られることもあった (図5右).

王台は外側の巣板にも内側の巣板にも見られた.

分蜂と分蜂群

松浦 (1969)は,和歌山県で観察した結果か

らニホンミツバチの分蜂時期を4月下旬から5

月上旬とした.Sasakieta1.(1995)は東京に

おける繁殖期を4月中旬から6月中旬と報告

している.

ニホンミツバチは逃亡時にも蜂球を形成する

ので,蜂球が見つかったからといっても分蜂群

とは限らない.分蜂群と特定するためには,分

蜂群が飛びたった母群をみつけなければならな

い.これまで観察した自然巣からの分蜂は一番

早いもので4月8日,一番遅いもので6月20

日であった.

飼育していた群では8月 16日に分蜂した例

があるので大阪府の東北部での分蜂期は4月

から8月までの5か月間にも及ぶと思われる.

表3に示すように,セイヨウミツバチ用の巣

箱で飼育していた群は,2回の分蜂,合計4個

の分蜂群を誕生させた.自然の巣でも条件が許

せばこのようなことが起こっていたと思われる

さらに,表4は4月に捕獲した分蜂群が巣を

作り,6月に分蜂した事例である.これらの例
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図5 大型の巣の巣板 (左:雄蜂の育児域だけが見られる端の巣板,中:働き蜂の育児域

を持つ巣板)および小型の巣の巣板(右

は,いままで考えられていたより大きな繁殖能

力をニホンミツパテが持っていることを示す.

分蜂群は母群から出て木の太い枝に蜂球を形

成する.蜂球が安定すれば,多くの場合その形

は乳房状である.特製 (ステンレス製の金網を

張り,蜂ろうをひいた)分蜂誘導坂上では半球

状になる.表 5はそれらの蜂球の内部温度の測

定結果を示す.外気温にかかわらず-チはコン

パクトに集結 し内部温度をほぼ35℃に保つ.

セイヨウミツバチ用の巣箱で飼育していた二

ホンミツパテの分蜂の一部始終をビデオカメラ

で撮影することができた.11時45分に働き蜂

が巣箱から飛び出し始め,12時25分巣箱の入

口に女王蜂が現れ (図 6),働き蜂に押し出され

表3 2回の分蜂が見られた例

年.月.日 蜂の数

1999.4.26 カキの木に設置された 約6000
分蜂群捕獲板に蜂球

1999.5.3 キンリョウヘンに集結 約6000

1999.7.13 カキの幹に蜂球 約4000
1999.7.23 マツの木に設置された 約4000

分蜂群捕獲板に蜂球

* 10枚の巣礎が入ったセイヨウミツバチ用の

巣箱で飼育

巣箱の重量:4.2621kg,71330kg以上

表4 春に捕獲した分蜂群が初夏に分蜂

1999.4.28 枚方市小倉 マツの幹に集結した分
煙群を捕牡,直系25cmの丸太をく
りぬいた巣で飼育

J l

1999.6.27 庭のアオガシの枝に分蜂群が集結す
る.蜂の数,約5000

雄蜂と働き蜂の両方の育児域が見られる)

るように女王蜂が巣を離れた (12時27分).

12時35分には,飛び立っ-チもなくなり,2

m離れたヒマラヤスギの幹に蜂球が形成され

た.全体の時間は50分,女王蜂が巣を離れる

のは,始まりから42分後,大騒ぎの最終段階

であった.

近年,家庭園芸を愛好する人が増えている

が,シンビジュウムの一種であるキンリョウへ

ンも市街地で栽培されている.一方,キンリョ

ウへンの花にはニホンミツバチの分蜂群が誘引

され集結することが知 られている (福田,

1988).大阪府東北部でも表 6に示すように分

蜂群が飛来して毎年大騒ぎになることがある.

市街地のニホンミツバチ

大都会大阪の中心北区堂山町,大阪駅のすぐ

近くに開放空間に作られたニホンミツパテの巣

が2つも存在する.絶滅が危倶されたことがあ

るニホンミツパテが確実に市街地で増加 してい

ると考えなければならない事例である.

図6 分蜂時飛び立っ直前の女王蜂
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表 5 蜂球 (分蜂 ･逃亡群)の温度測定

年月日 外気温 (oC)蜂球最高温度(oC) 測定時刻 備考

1 分蜂群 1999.4.20

2 分蜂群 1999.4.25
3 分蜂群 1999.4.26
4 逃亡群 1999.5.14

5 分蜂群 1999.6.27

4

4

9

7
8

3

9

6
7
3

2

1
1
2

2

35.6 16時00分 枚方市長尾荒阪,ウメに集結

34.9 14時32分 自宅,ヒマラヤスギに集結
35.2 49時34分 自宅の分蜂群捕獲板に集結

34.4 17時25分 守口市大久保町,マツに集結
35.6 15時35分 自宅,アオガシに集結

*デジタルポケッ ト型 温度計 (H-03)で測定

表 6 キンリョウヘンに飛来したこホンミツバチの記録

年月日 住所 経過

1996.5.20

1996.5.24

1996.5.27

1997.5,6

1998.4.16

1998.4.22

1998.4.27

1999.5.11

四条畷市部星388

枚方市牧野坂 卜11

枚方市楠葉中之芝 卜3

枚方市招堤元町 1-5

守口市日光町

茨木市郡山2-1

寝屋川市萱島東 3-25

枚方市船橋町

軒先のキンリョウヘンに飛来.雨が降り飛びさる

庭に置かれたキンリョウへンに蜂球.市役所の職員が男区除

塵に置かれたキンリョウヘンに蜂球.市役所の職員が首区除

ガレージに置いた鉢に飛来.市役所の職員が駆除

二階のベランダに置いた鉢に飛乗.初日的3000,二日目300
二日目に捕獲するが女王蜂不在

約 100のミツバチが庭先のキンリョウへンに集まる

玄関口の鉢に飛来.約 6000,捕獲する.女王蜂存在

市役所の職員が捕権.女王蜂存在

なぜ, ニホンミツバチが市街地でその分布を

広げて きたのだろう.セイヨウ ミツバチでの養

蜂の衰退だけでは説明がつかない.都市 におけ

る人の生活,特 に生 きものに対す る姿勢全体が

影響 しているように思え る.

｢アシナガバチさえ駆除 して欲 しいとい う依

頼が多 くあるのです｣と嘆 く環境衛生課の職員の

言葉が状況を象徴 しているのではないだろうか.
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Japanese honeybees,APiscerana japonica

haveextendedtheirhabitatintourbanarea.

Theauthorobservedover100feralcolonieson

theirnestsites,Combsandthefateofthem in

Osakasuburbareawherethenestdensityis

nearly1colony/km2. Tenofthoseferalcol-

oniesbuilttheirnestsexposedtoopenairand

40fthem couldsurvivefrom winterwithout

anyInsulationcoveringthenests.

ThisreportalsodescribesswarmingbehavlOl■

offeralcolonies.Theswarmingseasonlnthe

arealasted5monthsfrom ApriltoAugust,and

somecoloniesCastswarmstwiceinayear.All

thesefactsindicatethatJapanesehoneybeesa1-e

stronglyproll允Csothattheyareenlargingtheir

habitatandgrowingtheirpopulationinurban

areawherenaturalenemleSarelimited.




